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　天然資源としてのムラサキLithospermum erythrohizon Sieb. et Zucc.は，染料・化粧品原料や創傷治癒

薬等として歴史的にも重要な役割を果たしてきました．また，地域起しの目玉植物として注目さ

れ，各地で栽培が試みられていますが，その植物資源の減少に歯止めがかかっていません．従来の

栽培法の改良では，克服できない問題も含んでいるように思われます．

　このような時期に，各領域から情報提供をいただき，一つの大きな転機にしたく，

第１回「ムラサキに関するシンポジウム」を企画致しました．

　次に紹介する方々に実行委員としてご就任いただきました．

　　川原　信夫，草野源次郎，高上馬希重，小松かつ子，正山　征洋

　　本多　義昭，吉岡　達文，渡辺　斉　　（敬称略）

　会員の皆さま方にも同様にお力添え賜わりまして，今の時代に沿った有意義なシンポジウムとな

りますよう，何卒よろしくお願い申し上げます．

第１回「ムラサキに関するシンポジウム」

記

　　　　　　時　　：2013年（日時は未定）

　　　　　　場　所：名古屋市立大学薬学部

　　　　　　　※　詳細は，次号にてお知らせ致します．

平成24年７月１日　

実行委員長　　水　上　　　元　　

ムラサキの花

ムラサキの根
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 「薬用植物研究」発行につきまして，下記の企業から協賛ならびに

賛助会員によるご支援を賜りました．厚くお礼申し上げます．

（アイウエオ順）

新日本製薬株式会社

帝 國 製 薬 株 式 会 社

株 式 会 社 ノ エ ビ ア

丸 善 製 薬 株 式 会 社

株式会社ヤマダ薬研

松 浦 薬 業 株 式 会 社

協賛寄付

株式会社ウチダ和漢薬

三 生 医 薬 株 式 会 社

新日本製薬株式会社

株式会社スピルリナ研究所

太 邦 株 式 会 社

株式会社栃本天海堂

協賛広告

株 式 会 社 ツ ム ラ

賛助会員

「薬用植物研究」では協賛・賛助会員

を常時募集しています.
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第１条　名称

　　　　本会は，「ムラサキに関するシンポジウムと称する．

第２条　事務局

　　　　本会の事務局は，薬用植物栽培研究会に置く．

第３条　目的

　　　　本会は，国産ムラサキに関連した栽培研究および普及をはかり，これを通して学術研究の発展に寄与す

ることを目的とする．

第４条　構成

　　　　本会は，実行委員代表・実行委員・会計・会員で構成される．

第５条　会員

　　　　会員は，本会の目的達成に賛同する会員により構成される．

第６条　運営

　　　　本会の行事は，実行委員会で決定する．

第７条　期間

　　　　本会の活動期間は，原則として２年間とする．その後，研究会の方向性について検討を行う．

第８条　研究会の開催

　　　　本会の目的を達成するために，数年に１回，「ムラサキに関するシンポジウム」を開催する．

第９条　会費

　　　　会員の会費は，2,000 円とし，研究会当日徴収する．

　　　　監事１名を設け，年１回の会計監査を行い実行委員会にて報告する．

付記　　本会則は，2012 年７月１日より　これを施行する．

　　　　本会則は，実行委員会の協議によって変更することができる．

　　　　事務局住所：〒740-0602　山口県岩国市本郷町本郷 275

　　　　　　　　　　　株式会社新日本医薬　岩国本郷研究所内

　　　　　　　　　　　薬用植物栽培研究会

「ムラサキに関するシンポジウム」会則
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　本年3月29日に開催した編集委員会で，昨年から宿題として出されていた本誌の編集方針について

審議し，34巻1号から原報については，審査委員（2名）をつけて審査することにしました．実際にそ

のようにやってみると，その方針が定着するためには，会員各位が日頃から原報を仕上げる努力や

審査体制の確立が必要であることがわかりました．これまでは，事務局が寄稿原稿を依頼してきま

したが，若い研究者を育てるために，今回の方針変更を決定しました．しばらくは，原報論文と寄

稿論文が混ざり合うと思います．原報論文が増加することは，会員の総合力向上に資することにも

なり，新しい時代への助走であると思います．

　川原信夫（独）医薬基盤研究所薬用植物資源研究センター長に寄稿いただいた巻頭言では，薬用植

物栽培研究会（以下本会と略記）の目標である，「薬用植物の国内栽培の復興」に資することが述べ

られており，本会の目標が国の目標と一致することを再確認しました．薬用植物園紹介リレーで

は，東京都薬用植物園の紹介をいただきました．変遷を経ながら活性化されていることが報告され

ました．本会は小林正夫東京都薬用植物園園長（当時）らが中心になって，昭和47年（1972年）11

月２日に，「日本センブリ研究会」として発足しました．渡辺大介主任研究員には，40年後の一新さ

れた様子を紹介いただき，感慨深いものを感じました．

　東日本大震災・大津波で被災した岩手県の海岸線の植生調査について，岩手県環境調査班の報告

をいただきました．調査法などに違いはあるが，被災から40日と7か月経過した宮城県の海岸線の植

生については，33巻2号（2011年2号）に報告いただきましたので，比較して見ると，多くのことが

学べるように思いました．

編 集 後 記

薬用植物研究　　　年 2 回（6月・12月）刊行予定
個人会員（年会費2,000円），　協賛・賛助会員（年会費1口1万円以上）
入会・原稿の投稿・その他のお問合せは下記研究会宛

薬用植物研究　34巻1号（2012年1号）　　　　　　　2012年6月30日発行

発行・編集責任者

発　　　行　　　者

草 野 源次郎

薬 用 植 物 栽 培 研 究 会
〒740-0602 山口県岩国市本郷町本郷275
新日本製薬（株）岩国本郷研究所内
薬用植物栽培研究会事務局
TEL　0827－78－0025　FAX　0827－78－0026
E-mail:yakusou@shinnihonseiyaku.co.jp
振替口座　00130－3－127755 

印　　　刷　　　所 （有）広瀬印刷
〒740-0724　山口県岩国市錦町広瀬2－4
TEL　0827－72－2600　FAX　0827－71－0003 



アカヤジオウ（赤矢地黄）
Rehmannia glutinosa var. purpurea

シソ目　ゴマノハグサ科　レーマンニア属

　初夏，薄紫のジギタリスに似た花を咲かせる中国原産の多年草．

カタルポール，糖類
　　

調剤生薬として漢方処方に配剤することが多い．

漢方薬の地黄は製法により以下の名称がある．

　緩下：生地黄（しょうじおう）………根を陰干しする

　利尿：乾地黄（かんじおう）…………生地黄を天日干しする

　止瀉：熟地黄（じゅくじおう）………生地黄を酒蒸する
　　　

わずかに甘く，後にやや苦い．新鮮なものは鮮地黄という．一般的

に地黄というと乾地黄を指す．

主 要 成 分

主 な 薬 効

生薬の症状

　URL http:www.e-nae.com/　会誌「薬用植物研究」（29巻１号〜34巻１号）を

ホームページでご覧になれます．

  表紙の写真（筒での試験栽培）



岩手県未確認種オオアカバナ

ハナトリカブト晩生

カンゾウ収穫4条式プランターで播種養液栽培ウラルカンゾウ

ハマカキラン（津波後）

東京都薬用植物園事務棟 ケシ学生研修ふれあいガーデン「草星舎」

ハマカキラン（津波前）

フランスの薬局看板
（藤井百合子氏提供）名古屋市立大学薬草園入り口 薬草園薬倉庫

東日本大震災後の海浜性植物

医薬基盤研薬用植物資源研究センター（つくば）
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